
無垢パネリングの施工説明書

この度は弊社製品をご採用頂きありがとうございました。
必ずこの説明書をよくお読み頂き、商品の特徴をよくご理解の上、施工してください。
こちらは無垢パネリングの施工説明書ですのでご注意ください。

① 施工前の注意

● 立て掛けの保管や湿度の高い場所や直射日光の当たる場所での保管は反り、捻れ、スキ、突き上げの原因に

　なるので、必ず避けてください。(多湿な環境での使用は避けてください。)

● 天然無垢素材を使用しているため、色と柄の違いがあるので、予め仮並べし、全体のバランスがとれるよう

　施工してください。

② 開梱

● 開梱後、速やかに色柄等のバランスを確認し、直ちに施工をおこなってください。

⑤ 養生

● 施工後はただちに養生してください。養生の際はマスキングテープを貼り、その上に弱粘着性養生テープの

　ご使用をおすすめします。また、弱粘着性養生テープでも経時後のテープを剥がす際に、表面を傷める場合も

　ありますので商品に直接養生テープを使用することを避けてください。
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施工前に必ずお読みください

③ 下地

● モルタル面への直貼りは、下地水分による変色・シミ・変形・反り・剥がれの恐れがありますので避けて
　ください。

● 柱・間柱・同縁は、反りのない乾燥材を使用し、303mm～455mm間隔で仕上げてください。

④ 施工

● 天然無垢材のため、湿気、温度(日当たり)により収縮・反り等が生じる恐れがあります。
　施工環境に応じて調整してください。

● 貼り始めは柱や間柱などに密着させず、必ず5～10mm程度隙間をあけてください。
 (湿気の多い場所や地域では更に取ってください。) 貼り終わりも同間隔の
　隙間を取って、廻縁などで隠してください。

● 釘、接着剤を併用して施工してください。接着剤は1液性ウレタン系を使用してください。
　釘は内装用の場合は商品の厚みの2倍以上の長さの物を使用してください。
● 腰壁上部を漆喰や珪藻土などで仕上げる場合は、湿気による反りや膨張に注意してください。
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免責事項
● 無垢パネリングを施工、又は使用を決定される前にお施主様に天然無垢材の性質（長所/短所）を十分説明、
　理解して頂いた上でご使用してください。

● 天然無垢素材を使用しているので、特有の色ムラ、柄の違いがあるので、 ご使用前に十分ご理解の上
　施工施工してください。品質以外の原因での返品・交換はお受けいたしかねます。

 ●商品開梱時に品質上の問題がみつかった場合は施工せずに、7日以内に弊社に
  ご連絡してください。施工後のクレームは原則としてお受けいたしかねます。


